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※　会計方式は平成24年6月に「新会計基準」へ移行しています。また、監査報告書はHPでご確認ください。

予備費（⑩） 0
当期資金収支差額合計⑪＝③＋⑥＋⑨－⑩ 2,217,720

前期末支払資金残高⑫ 29,669,279
当期末支払資金残高⑬（⑪＋⑫） 31,886,999

そ

の

他

活

動

その他の活動収入計⑦ 0
その他の活動支出計⑧ 69,344,132

その他の活動資金収支差額⑨（⑦－⑧） -69,344,132 

68,835,619
事業活動資金収支差額③（①－②） 72,882,952

施
設
整
備

施設整備等収入計④ 429,000
施設整備等支出計⑤ 1,750,100

施設整備等資金収支差額⑥（④－⑤） -1,321,100 

拠点区分資金収支計算書
(自)令和4年4月1日 (至)令和5年3月31日

勘定科目 双葉会診療所会計

決
算
の
状
況

事
業
活
動

事業活動収入計① 141,718,571
事業活動支出計②

負債合計 40,211,367 純財産の部 50,003,184
差引純資産 50,003,184 負債・純財産

の部合計 90,214,551

　２．固定負債 ＊＊＊ その他の積立金等 0
固定負債合計 4,188,680 次期繰越活動収支差額 49,254,886

　１．流動負債 ＊＊＊ 基本金 0
流動負債合計 36,022,687 国庫補助金等特別積立金 748,298

資産合計 90,214,551 固定負債 4,188,680
Ⅱ　負債の部 ＊＊＊ 負債の部合計 40,211,367

　　２．固定資産 ＊＊＊ 資産の部合計 90,214,551
固定資産合計 23,526,398 流動負債 36,022,687

　　１．流動資産 ＊＊＊ 流動資産 66,688,153
流動資産合計 66,688,153 固定資産 23,526,398

令和5年3月31日 令和5年3月31日
資産・負債の内訳 双葉会診療所 双葉会診療所会計

　Ⅰ　資産の部 ＊＊＊ 借　　方 貸　　方

令和４年度双葉会診療所事業報告・決算報告（抜粋）

　今年度も引き続き経営の安定化に努め「コストの見直し」｢診療所の環境改善」に心掛け、新型コロナウイ
ルス感染症予防対策強化を積極的に行いました。看護師、看護補助、事務職等、人材確保に向けた取
組を年間とおして行ってきましたが、全ての職種で採用に結びつく事ができず、医師採用も同じような結
果に終わってしまいました。今後も引続き人材確保に向けた様々な採用活動を行ってまいります。また、
医師確保に向けた採用活動も寿楽荘と共に進めてまいります。
　運営においてはコロナウイルス感染症による外来患者の増加で有り新規の疾患による患者の増加でなく
危惧されるところであり、入院患者減少については職員確保が出来ない中では十分過ぎる患者数かと思
われます。また、新規機材等の導入については国の補助金を受けマイナ保険証対応機器の導入をするこ
とが出来ました。この様な状況下での診療所運営は医師を始めとする職員の協力を受け成り立ったもので
あり、早期に人材確保をし、職員の負担軽減に努めて行きたい。

※　詳細は事業報告書をご一読ください。

財産目録 拠点区分貸借対照表


